
ヘルシー駅に停車したハーシーの電車

ハーシー電車の内部。観光客はまだ着いていない。この人達はキューバ人乗務員
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一
九
〇
二
年
の
独
立
後
、
ア
メ
リ
カ
と
の
緊
密
な
経
済
関
係
を
築
い
た
キ
ュ
ー

バ
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
従
属
と
引
き
換
え
に
、
経
済
的
繁
栄
を
謳
歌
し
た
。

独
立
後
、
ア
メ
リ
カ
資
本
は
キ
ュ
ー
バ
の
製
糖
業
や
牧
畜
業
に
投
資
し
、
生
産
物

を
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
莫

大
な
投
資
を
行
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
、電
気
や
電
話
、

上
水
道
、
鉄
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
も
っ
と
も
早
い
時
期
か
ら
整
備
が

進
ん
だ
国
々
の
ひ
と
つ
で
あ
る
の
は
、ア
メ
リ
カ
企
業
の
投
資
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　
ヘ
ル
シ
ー︵H

ershey

︶村
は
、一
九
一
九
〜
二
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
シ
ー
・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
︵H

ershey Chocolate

︶
会
社
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と

な
る
砂
糖
を
キ
ュ
ー
バ
で
生
産
し
、
ハ
ー
シ
ー
社
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
を
持
つ

ア
メ
リ
カ
・
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
に
輸
出
す
る
た
め
の
基
地
と
し
て
建
設
し
た
町

で
、
ハ
ー
シ
ー
の
社
名
が
そ
の
ま
ま
村
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
︵
ハ
ー
シ
ー
を
ス

ペ
イ
ン
語
読
み
す
る
と
ヘ
ル
シ
ー
に
な
る
︶。
村
は
キ
ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
か

ら
東
へ
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
海
岸
近
く
の
小
高
い
丘

の
上
に
あ
り
、当
時
は
製
糖
工
場
や
農
場
で
働
く
労
働
者
と
幹
部
が
住
ん
で
い
た
。

町
の
構
造
と
建
物
は
ア
メ
リ
カ
東
部
式
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
影
響
が
色
濃
い
キ
ュ
ー

バ
の
他
の
町
や
村
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
趣
き
を
持
つ
。

■ フォトエッセイ ■

ハーシーチョコレートとキューバ
―ヘルシー村・ヘルシー鉄道・製糖工場
写真・文　山 岡 加 奈 子

Kanako Yamaoka



ハーシー電車の運転席、観光客は運転もさせてもらえるとか（上）
ヘルシー駅の前にいたパン売りのおじさん。これからヘルシー村へ
パンを売りに行く。パン1本が0.5兌換ペソ（約50円）（下）

ヘルシー鉄道で、一般乗客を乗せて走る旧東ドイツ製の電車。
ハバナとハバナの東隣の州マタンサスの州都マタンサスをつなぎ、1日数回走っている

アジ研ワールド・トレンド No.190 （2011. 7） 34

　
村
の
周
囲
に
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
、
そ
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
砂
糖
に
す
る
製
糖

工
場
が
一
九
一
八
〜
一
九
年
に
、
農
園
と
工
場
を
結
び
、
さ
ら
に
出
来
上
が
っ
た

砂
糖
を
ハ
バ
ナ
港
へ
運
ぶ
た
め
の
鉄
道
が
一
九
一
七
年
に
、
ハ
ー
シ
ー
社
自
身
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
と
、
欧
州
向
け
輸

出
両
方
の
急
成
長
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
鉄
道
は
蒸
気
機
関
車
が
主
流
で
あ
っ

た
当
時
の
キ
ュ
ー
バ
で
初
め
て
の
、そ
し
て
現
在
は
唯
一
の
電
気
機
関
車
で
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
に
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
砂
糖
を
運
搬
す
る
た
め
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は

も
っ
と
も
早
く
か
ら
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
蒸
気
機
関
車
で
あ

り
、
後
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
変
わ
る
が
、
ヘ
ル
シ
ー
鉄
道
だ
け
は
線
路
の
上

に
電
線
が
走
り
、
そ
こ
か
ら
電
気
を
と
っ
て
動
力
源
と
す
る
、
日
本
で
見
慣
れ
た

電
気
機
関
車
が
走
る
。

　
ヘ
ル
シ
ー
村
は
、
町
の
中
心
部
に
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に

店
や
学
校
な
ど
住
民
が
日
常
利
用
す
る
施
設
が
立
ち
並
ぶ
。
ア
メ
リ
カ
東
部
の
町

を
髣
髴
と
さ
せ
る
町
並
み
で
あ
る
。
教
会
は
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
の
特
徴
で
あ
る
町

の
中
心
で
は
な
く
、
む
し
ろ
は
ず
れ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
家
々
の
屋
根
、

と
く
に
幹
部
が
住
ん
で
い
た
大
き
な
家
が
ス
ペ
イ
ン
式
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
瓦
で
葺

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
こ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
も
の

だ
が
、
一
般
労
働
者
の
家
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
に
塗
ら
れ
た
木
造
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
東
部
の
中
産
階
級
の
家
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
シ
ー
社
は
学
校
や
病
院
も

建
て
た
。
ま
た
郊
外
に
は
、
住
民
向
け
の
自
然
公
園
ま
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。



★★★

ヘルシー村のなかの小学校。革命前も村の学校だったが、

革命後も引き続き、小学校として使われている

ハーシー社は村のために診療所も建てた。医師が一人、看

護師が一人働いていた。現在も地域の診療所として使われ

ている

診療所で働く医師のための住宅も、診療所の隣に建てられ

ていた

革命前の季節労働者の宿舎。これは入り口だが、両脇に20

平米くらいの部屋が並ぶ。すでに屋根は落ち、遺跡のよう

である

一般労働者の住宅
一時的に滞在する工場やサトウキビ農園を訪れる出張者や

お客のための宿泊施設。現在は役所として使われている
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二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
筆
者
は
友
人
の
、

そ
の
ま
た
友
人
の
研
究
者
夫
妻
を
訪
ね
て
、

初
め
て
ヘ
ル
シ
ー
村
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
革
命
後
五
〇
年
以
上

た
っ
て
も
、
ヘ
ル
シ
ー
村
は
ア
メ
リ
カ
式
の

町
並
み
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
。
そ

し
て
ハ
ー
シ
ー
社
が
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
か
ら

輸
入
し
た
一
九
一
七
年
製
の
電
車
が
、
ま
だ

走
っ
て
い
る
と
い
う
驚
き
の
事
実
だ
っ
た
。

た
だ
し
村
は
ず
れ
の
操
車
場
に
数
十
両
も
駐

車
さ
れ
て
い
た
、
旧
ソ
連
で
見
か
け
た
も
の

と
そ
っ
く
り
の
、
暗
い
緑
色
の
電
車
は
ハ
ー

シ
ー
の
電
車
で
は
な
く
、
革
命
後
に
旧
東
ド

イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
中
古
車
輌
だ
そ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
ハ
ー
シ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

電
車
は
、
今
当
時
の
ま
ま
に
鮮
や
か
な
緋
色

と
紺
色
の
し
ゃ
れ
た
色
に
塗
ら
れ
、
観
光
客

向
け
の
レ
ト
ロ
鉄
道
ツ
ア
ー
に
使
わ
れ
て
い

る
。
筆
者
が
訪
れ
た
日
も
、
ち
ょ
う
ど
ド
イ

ツ
か
ら
の
観
光
客
グ
ル
ー
プ
を
乗
せ
る
予
定

だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
革
命
前

の
フ
ォ
ー
ド
や
G
M
製
の
ア
メ
リ
カ
車
が
、

大
事
に
修
理
を
重
ね
、
美
し
く
塗
装
さ
れ
て

走
っ
て
い
る
が
、ハ
ー
シ
ー
の
電
車
も
ま
た
、

大
事
に
修
理
さ
れ
て
走
り
続
け
て
い
る
。

　
ハ
ー
シ
ー
社
が
建
設
し
た
巨
大
な
製
糖
工

場
も
、
革
命
後
、
革
命
の
英
雄
の
名
を
と
っ

た
国
営
「
カ
ミ
ー
ロ
・
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
」

製
糖
工
場
と
な
っ
て
、
数
年
前
ま
で
操
業
し

て
い
た
。
し
か
し
ソ
連
崩
壊
後
、
非
効
率
な

砂
糖
産
業
は
つ
い
に
行
き
詰
ま
り
、

ハーシー社が従業員の娯楽施設として建てたハーシー自然公園の入り口。
現在もヘルシー庭園として憩いの場になっているが、車がないと村から
はちょっと遠い



やまおか　かなこ／アジア経済研究所　ラテンアメリカ研究グループ

ラテンアメリカ研究（キューバ）、国際関係、政治学が専門。
近著に、「キューバの高齢者生活保障に果たす国家の役割」（宇佐見耕一
編『新興諸国における高齢者生活保障制度―批判的社会老年学からの接
近』（研究双書No.594）アジア経済研究所、2011年）がある。

「カミーロ・シエンフエゴス」製糖工場。まだまだ立派な姿

村の中心部にある店の列。手前は薬局。今ももちろん同じように店として使われ
ている

同上。手前は荒物屋、奥は食料品店

「カミーロ・シエンフエゴス」製糖工場を丘の下から望む。手前はバナナ畑
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二
〇
〇
二
年
に
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
は
製
糖
工
場
の
半
数
を
閉
鎖
す

る
決
定
を
下
す
。
ヘ
ル
シ
ー
村
の
製
糖
工
場
も
二
〇
〇
五
年
に
閉
鎖
さ

れ
た
。

　
ヘ
ル
シ
ー
村
で
気
づ
く
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
他
の
地
域
に
比
べ
て
住

宅
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。社
会
主
義
国
の
例
に
漏
れ
ず
、

キ
ュ
ー
バ
で
も
住
宅
建
設
や
す
で
に
あ
る
住
宅
の
維
持
が
行
き
届
か
な

い
の
だ
が
、
ヘ
ル
シ
ー
の
場
合
は
、
新
し
い
家
の
建
設
や
改
築
も
け
っ

こ
う
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
裏
で
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
製
糖
工
場
の
建

物
の
機
材
が
分
解
さ
れ
、横
流
し
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。フ
ェ

ン
ス
や
鉄
骨
な
ど
、
し
っ
か
り
し
た
住
宅
を
作
る
の
に
不
可
欠
な
材
料

は
、
製
糖
工
場
の
建
物
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
一
〇
〇
年
近
く
前
、
ア
メ
リ
カ
一
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
会
社
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
に
入
れ
る
砂
糖
を
生
産
し
て
い
た
こ
の
製
糖
工
場
は
、

一
九
五
九
年
の
革
命
後
は
ソ
連
産
原
油
を
燃
料
に
、
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
の

コ
メ
コ
ン
諸
国
に
輸
出
す
る
砂
糖
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
す

で
に
こ
の
工
場
の
栄
華
の
時
は
過
ぎ
去
っ
た
。

し
か
し
工
場
に
は
最
後
の
任
務
が
あ
る
。
周
囲

の
村
々
に
建
築
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
。
自
ら

の
体
で
あ
る
機
材
を
製
糖
業
に
従
事
し
た
労
働

者
や
そ
の
家
族
に
提
供
し
、
お
そ
ら
く
数
年
後

に
は
崩
壊
・
消
滅
す
る
。
と
は
い
え
、
普
通
の

資
本
主
義
国
な
ら
た
だ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
る

運
命
で
あ
る
。
最
後
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
に

立
つ
こ
の
工
場
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
変
転
す
る
運

命
の
な
か
で
、
最
後
ま
で
そ
の
役
割
を
全
う
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
最
初
は
無
常
感
に
襲
わ
れ
、

奥
の
細
道
の
「
平
泉
」
の
冒
頭
、
三
代
の
栄
耀

一
睡
の
う
ち
に
し
て
…
…
が
頭
に
浮
か
ん
だ
筆

者
で
あ
る
が
、
最
後
は
む
し
ろ
す
が
す
が
し
い

思
い
に
満
た
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
、
こ
の

工
場
は
そ
れ
で
い
い
。
こ
れ
で
十
分
な
の
だ
。


